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養殖マグロは,天 然脂マグロの代替を端緒 とし

て,需 要市場を大衆層(量 販店や回転寿司など)

に押 し拡げながら市場規模を拡大している。一方,

この過程では著 しレ価 格低下もみられ始めた。こ

れは,国 内外でのマグロ養殖業の拡大 と供給量の

急増(供 給過剰感の強まり)な ど川上条件の変化

が主な要因 と考えられるが,川 下側の動き,す な

わち量販店需要の基軸化やその戦略的な取扱強化

も見逃せない。つま り,量 販店による養殖マグロ

の取扱強化は脂マグロの販売構図の変化 として,

また,マ ーチャンダイジングの展開は川中 ・川上

に対する価格交渉力の発揮等に結びつくことが想

定されるのである。川下業者の仕入 ・販売行動が

価格低下に及ぼす影響も無視できない。

そこで本研究は,養 殖マグロの流通と価格形成

要因の一端を量販店の仕入 ・販売行動から捉える

ことを目的とした。課題は4点 である。第1に,

近年の脂マグロの供給状況 と養殖マグロの需給 ・

市場の変遷を整理すること,第2に 量販店のマグ

ロ販売における養殖物の位置付けと取扱概況等を

明らかにすること,第3に,価 格政策にも結びつ

く仕入チャネル ・取引対応に注 目し,流 通の特徴

を捉えること,第4に,価 格形成要因の一端とし

て量販店による仕入価格の決定プロセスを売価設

定等の販売計画との関連で検討することである。

脂マグロ供給の変化と養殖物市場の現段階

脂マグロ供給 ・価格の変化 脂マグロωの当年供

給量(在 庫を除く)は1998年 頃を境に3.5万 トン

→5万 トン水準に増える(図1) 。天然物の減少を

養殖物が穴埋めする形で主客の交代が進み,2003

年現在,養 殖物が約6割,3.5万 トンを占めてい

る。これと並行 して,刺 身向けマグロの当年供給

に占める脂物の割合は12%に 高まっている。ただ

し,期 首在庫(天 然 ・養殖を含む脂マグロ全体)

が同期間に倍増するなど脂マグロ市場は総じてオ

ーバーフローの様相を強める。

このことは脂マグロの価格動向にも反映されて

いる。た とえば東京3市 場(築 地 ・足立 ・大田)

の脂マグロの取扱量(生 鮮 ・冷凍)は,冷 凍クロ

マグロを除きほぼ横這いであるのに対 し,価 格は

総 じて右肩下がりの低落を強めているのである。

また,こ のうち養殖物では,と くに2000年 以降,

入荷の減少が価格の上昇に結びつかない局面が増

え,相 場の変動幅も縮小していること,養 殖物の

基準相場ができあがりつつあること,は 研究課題

1(「 養殖マグロの流通 ・取引過程の特質」)で述

べた通 りである。
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図1脂 マグロの流通 動向
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資料の制約で,天 然物の動向を同様に吟味する

ことはできないが,養 殖物が脂マグロの価格や市

場に及ぼすイ ンパク トは小さくなく,そ の価格低

下や流通変容が如何なる要因で進んでいるのか検

討する必要がある。

養殖マグロ需給 ・市場の現段階 表1は,養 殖マ

グロ需給 ・市場の変遷をまとめたものである。要

点のみ述べるが,マ グロ養殖が始まるのは1970

年代初期,商 業べ一スにのるのは活け込み方式が

開発 ・普及する90年 代半ば以降である。これを

契機に養殖国・業者数,出荷量 とも著しく増える。

この過程で,需 要超過分への対応 として1997年

から豪州で冷凍出荷が始まるが,引 き続き進む増

産で価格低下は止まず,ま た,川 中では市場外流

通が拡大,川 下では基軸消費市場がシフ トしてい

る。当初,養 殖物価格は良質の天然物 と同等水準

で,そ の需要は江戸前寿司等の高級外食が主であ

ったといえる。バブル崩壊後,デ フレ不況下で外

食消費は鈍化するが,時 を同じくして進む量販店

需要の拡大(2)が養殖物の消費市場を牽引したので

ある。養殖総体 としての基軸市場は量販店等にシ

フ トしている。

量販店による養殖マグロの販売実態

以下では,関 東 ・関西の量販4社(3)を 事例 とし

て養殖マグロの販売実態をみていく。

まず,表2は マグロの販売実績をまとめたもの

である。水産物販売高に占める割合は関東で高く

13%,関 西は8%内 外 と地域格差がある。ただ し,

マグロ販売の8～9割 が赤身マグロ,1割 前後が脂

マグロであることは共通する。赤身マグロが販売

の主軸を成す とい うマグロ販売の枠組みに大きな

変化はない。ただし,脂 マグロの販売比率が1990

年代初期で僅か3%に 過ぎなかったことを踏まえ

れば,近 年その販売拡大が急速に進んでいること

は明らかである。また,脂マグロの内訳をみると,

表1養 殖マグロ需給 ・市場の変遷

95年 以前 ～2000年 ～現在

技 術

基礎技衛の確立 普及 安定

70年:水 産庁/養殖技術開発企業化試験

85年:民 間企業による国内での養殖開始

94年:旋 網 ・曳航生責式(豪 州)

旋網・曳航生賓式の定着 ・普及(96年～)

→コマーシヤルベースへ(蓄 養)

※配合飼料の開発 ・導入検討

02年:完 全養殖達成

※種苗の量産化が課題

実施国

4力 国 7力匿 11力 國

日本(70年)→ カナ ダ(75年)→ スペ イ ン

(85年)→ 豪州(90年)

ポル トガル(不 明)、ク ロアチ ア(96年)、

メキシ コ(97年)、 マル タ(2000年)で 着 業

イ タ リア(2001年)・ トル コ(02年)・ キ プ ロ

ロス ・リビア ・チ ュニ ジア(各03年)着 業

養殖業
者

少(1桁 台) 増 増 く82縫)

近 畿大 学(70年)・ マルハ(83年)・ 大洋A

&F(86年)・ 中谷 水産(91年)等 が着 業 、

スペイ ンは1社 、豪州 は不 明

金子漁業(97年)、拓洋(99年)、野間池・松

浦市(各2000年)等 が着業

清洋 ・長久(三 重 ・2001年)着 業 、03年は 日

本32、地 中海32、メキ シコ4、豪州14経 営 体

出荷量

微増 漸増 急増

豪州が中心(2,000ト ン水準)

※すべて生鮮

地中海等の本格出荷、90年代末1万 トン超

※97年か ら冷凍加工出荷開始(豪州)

※2000年 は海外物の56%が 冷凍

豪州以外で増産、03年3.5万トン

※冷凍比率は61%

Kg単 価

高 く良質の天然物と嗣等水準) 低下 低下

豪州4,000円 、地 中海6,000円 、日本6,000

～8
,000円

豪州2,963円 、地 中海4,390円 、日本4,082

円(2000年 ・築地)

豪州2,042円 、地 中海2,937円 、 日本

3,114円(03年 ・築 地)

需要者

寿司店 ・料理店 量販店需要の拡大 量販店の主軸化 ・回転寿司需要も

※寿司店 ・料理店が主軸マーケッ ト

※90年代前半、量販数社が取組開始

※デフレ不況下で高級外食は低調

※98年頃、量販店による トロ商戦

※量販店の戦略転換=価値訴求型販売へ

養殖物の戦略商材化

流 通

市場流通が主体 市場外流通の拡大 流通の多元化

※品質 ・規格が不安定、全量生鮮 ※98年に超低温 コンテナ輸送開始、海外

物の冷凍出荷が加速

※冷凍は市場外、生鮮は市場経由(市場

産直を含む)

資料:国 内生産者 ・輸入業者 ・卸売業者 ・仲卸業者等での聞き取 り調査及び資料に基づき作成
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表2マ グロ類の販売実績(2003年)

本社
所在
地

水産販売高(億円) マグロ内訳/構 成比(%)

うちマグロ
1

赤身1

マグロ1天 然

脂マグロ

% 養殖
A社
B社

C社

D社

大阪

兵庫

東京

埼玉

212

190

332

140

17

8

43

18

8

4

13

13

191

84
-

89

9

16

一

科

13

5

10

15

87

95

90

85

資料:量 販各社での聞き取り訪査に基づき作成
注:「-1は 不明。赤身・脂、天然・養殖の比率は順にマグロ

全体 ・脂マグロ販売高に対する割合。

天然物は1割 前後 に過 ぎず,そ の大部分が養殖物

で占め られてい ることも特徴 である。つま り,量

販店による脂 マグロの販 売拡大は,養 殖物の取扱

強化を基軸 としたものであることを窺い知れよ う。

量販店の養殖マグロ販売は1990年 代初期に始

まった(4)。ただ し,当 時は大手のGMS(General

MerchandiseStore:総 合 小 売 業)や 食 品SM

(Supermaeket:ス ーパーマーケッ ト)の 一部が卸

売市場を対象に個店 レベルでスポ ッ ト仕入 に対応

していたに過ぎない。販売の定番化や量販他社 の

追随が進むのは1990年 代後半か らである。これは

流通量の拡大や価格低下が進む,い わばプ ロダク

ト・ライ フ ・サイ クルでい う養殖物市場の急激 な

成長期に,他 方,ト ロ商戦に代表 される量販各社

の価値訴求型販売や,適 正表示への対応 を前提に

トロの規格統一が図 られる時期に相 当す る。

天然脂マ グロでは4定 条件(「定質 ・定量 ・定価 ・

定時」)を 満た し得ない とい う商品性に規定 され,

スポッ トの域を出なかった量販店の脂マグロ販売

は,養 殖マグロの利用 を通 して トロの定番化を具

現化 し得 る状況が高まる訳である。 この ことは,

量販各社が,養 殖物の取扱動機 として規格 ・品質 ・

価格 ・仕入の安定性 を強 く評価 していることか ら

も明 らかである。

次に,脂 マグロの販売体制である。販売はイ ン

ス トア加工機能をもつ売場面積300坪 以上の店舗

に限られ(5),土 日祝 日売 りが中心である。 これは

販売期限の短 さや売価の高 さが関係す る。養殖物

をはじめ脂マグロの販売期限は一般に当日売切 り

が原則 とされる。脂肪分が多いが故に変色が速 く,

早期売切 りが基本 とな らざるを得ないのである。

また,売 価 は,ブ ラン ドや産地等の商品差別化 を

除けばほぼ横並びに収束せ ざるを得ない とい う小
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売の特性か ら量販業界で基準 ラインが形成 され る

が,そ れ は特売時でも大 トロ1,580円 ・中 トロ980

円 ・赤身580円 に及ぶ。r安価 な トロ」として評価

を博す養殖マグロだが,市 場価格の低落がみ られ

るとはいえ,量 販店で販売 される他の水産物に比

べて価格帯は遥かに高いのである。 このことは,

売れ残 りや廃棄等の発生が多額 の販売 ロスに結び

つ くことを意味 し,取 扱店舗 には商品回転に応 じ

た売体変更(6)が求められる。

一方,販 売サイ クル に目を移せば,養 殖物が単

に トロ商材 としての品揃えだけでな く,そ の周年

販売体制の確立に大き く寄与 していることも窺え

よう。取扱内容は各社 の戦略で異なるが,ロ ス対

応が容易な冷凍養殖物 を主軸に,生 鮮では天然物

(と くに近海旋網物)を 季節訴求品としてスポ ッ

ト,養殖物を定番に組み込むことで,品 揃 えの幅 ・

深 さを強化する とともに通年販売に対応 してい る

のである。

なお,こ うした養殖物の販売強化がマグロ販売

構 図の変化 を誘発 していることも見逃せない。そ

の主な特徴 は2点 ある。第1に,天 然脂マグロの

取扱いはアイル ラン ドやカナダ産など冷凍物を中

心に縮減 し,生 マ グロ(近 海旋網)へ の集約化が

進んでいるこ と,こ の過程で天然物 はグ レー ド商

材 ・季節商材 としての性格を強めてい ることであ

る。第2に,か つて天然脂マグロの代替材 として

表3脂 マグロの販売体制
脂マグロ

取扱店舗 インス トア加 工機 能 ・売 場300坪 以 上

販売 日 土 日祝 日が主
販売期限 DO(当 日)

基準売価
サク
円/kg

大 トロ(ク ロ マ グ ロ)1,580-1,980

中 トロ(〃)980-t280

赤 身(〃)580-680

生鮮 冷凍

年
間
販
売
サ
イ
ク
ル

天然 養殖 騨 養殖
1月 A

2月 地
3月 中 地
4月 海

〆
中

5月 近 /' 海
6月 海小 メ /

7月 旋1
ノ㌧、キ

豪
8月 網Ψ シV x 州
9月 コ ＼ 豪 産
10月 / 州
11月 国 産
12月 産 小 ＼!

資 料:商 業 界 「鮮 魚 の 教 科 書 」(2000年)、 聞 き取 り調査
注:基 準 売 価 の範 囲 は 「特 売 」一 「通 常 」を指 す 。



量販店の トロ販売を担った脂 メバチのポジシ ョニ

ングの変化である。養殖物が トロの定番に入 り込

み,そ の内部で商品の序列(ス ペイ ン ・国産→そ

の他地 中海産→メキシコ産→豪州産)が 形成 され

ることで,脂 メバチは最 も安価 な脂商材,も しく

は赤身の上級 品的な位置づ けを強めてい る。近年

ではメバチを赤身販売 に一本化す る量販店 さえみ

られ るほどである。 こうした状況は,養 殖物の流

通拡大が天然脂マグロはもとより,赤 身マグロに

及ぼす影響 も無視 し得 ないこ とを示唆す るといえ

よう。

仕入チャネル と取引関係

量販店の仕入チャネル を商流 ・物流 ・決済のあ

り方 に基づき区分す ると,第1に 卸売市場の関与

が一切ない市場外流通がある。それ以外が市場流

通だが,こ れは市場 を介 した荷主 と需要者 との契

約取引である市場産直を含む。市場産直は,物 流 ・

決済のみを市場経由で行い値決 め等の商談 に市場

業者が関与 しない場合 と市場業者が取引に主体的

に参画する場合があ り,本 稿では前者 を 「市場産

直1」,後 者 を 「市場産直H」 と区分する。

表4は,業 者問の取 引 ・機能分担関係か ら仕入

チャネルを整理 した ものである。た とえばA社 は

国産物 の仕入に際 して荷主を商談先 とし,そ の取

り次ぎ,帳 合いを市場卸が,加 工 ・配送 を仲卸が

担い,市 場決済の利用 も確 認できる。つ ま り,先

の区分でい う市場産直1に 該 当す る。同様に各社

の仕入チャネル を整理す ると,詳 細は割愛す るが,

輸入冷凍品は市場外,国 産な ど生鮮品は市場産直

Hが 中心である。量販店 は,生 鮮 ・冷凍に応 じて

仕入れチャネルを使い分けるとともに,川 上また

は荷主に近い川中段階に進出 し,値 決 め交渉等に

対応 してい るのである。では,生 鮮 を中心に,荷

主 との直接取引ではな く市場産直を とるのは何故

か,国 産養殖物 を例に取組事例 をみておこう。

市場産直1(量 販A社 と大手水産会社 との取引)。

両社 は,当 初,直 接取引を行 っていたが,取 引の

定番化に伴い,量 販A社 が検 品や クレーム対応等

を狙 って仲卸経 由を条件提示 したため,大 手水産

表4取 引関係に基づく仕入チャネル区分(養殖マグロ)

「商」=商談 「取」二取次ぎ・帳合い 「加・配」=加工・配送

取引上の関係磯能区分市場

決済

利用

売買

参加

資格

チャネル区分
荷主

卸売市場 加工

業者卸 仲卸

A

国産 商 取 加 ・配 o

×

市場産直1

輸入

生鮮 商 加配 O 市場産直∬

冷凍
商 加 ・配 ○ 市場産直1

商 加 ・配 × 市場外

B

国産 一 口 一 一 一

×

一

輸入
生鮮 一 一 一 一 一 臼

冷凍 商 加配 × 市場外

C

国産 商 加 ・配 ○

○

市場産直1

輸入
生鮮 商 加 ・配 O 市場産直H

冷凍 商 加 ・配 × 市場外

D

国産 商 加配 ×

×

市場外

輸入
生鮮 一 一 一 一 一 鞠

冷凍 商 加配 × 布場外
賢料 :量 敗各社での闘き取 り調否に基づ く
注:荷 主=春殖業者・輸入業者.1一は取扱いなし.

会社 は与信管理等 を考慮 し,系 列卸を帳合いに挟

む形での取引に移行 している。量販A社 の大手水

産会社 に対す る発注は,取 上げ ・出荷の都合上,

販売3・4日 前,個 別店舗の発注確定は販売前 日で,

見込み発注 ・確定発注間のズ レは避け られない。

この穴埋めを市場 に委ね,た とえば過剰発注分は

他社への販売やセ リへの上場 を,過 少発注時は追

加仕入を卸売市場の集荷で補填 している。

市場産直II(量 販C社 と市場卸 との取 引)。同取

引では,商 談は量販C社 →卸,卸 →養殖業者の2

段階で行われ,つ ま り,卸 売業者がC社 と養殖業

者 とを繋 ぐ役割 を果た している。ただ し,物 流面

は市場を経 由せず,荷 主か ら加工業者を経て量販

C社 のセンターに直接納品され る。卸は加工業者

に原料を販売,そ の製品を買い戻す といった二段

階取引の形を とるが,実 態 は商物分離 を前提に加

工業者 と委託加工関係にあり,卸 売業者の場外対

応(量 販店対応)的 な側面が強い。量販C社 にと

っては,卸 を介在 させることで欠品や発注修正へ

の対応 は勿論,価 格等の提示 に基づき産地 ・荷主

の探索を一任す ることで取引コス トを削減 してい

るのである。

市場産直1は 量販店 自身が商談に対応,市 場産

直Hは 市場卸をエージェン ト化す るな ど手法に違

いはあるが,量 販店は卸売市場(市 場業者)を 仕
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入れチャネルに組み込む ことで仕入 ロッ トの適正

化,つ ま り必要な時に必要な商品を必 要量仕入れ

る体制を築いているのである。 また,国 内養殖業

者 の多 くは通常の市場出荷 と同等の対応 を指向す

るうえ,単 独ではなし得ない量販店対応の後ろ添

えを市場業者に委ねてい る。市場を対象にスポ ッ

トに過 ぎなかった量販店の養殖マグロ仕入 は,そ

の定番化 と呼応 して,市 場産直 を含めた 「荷主 と

の直接取引」を前提 とす る形に移行 しているので

ある。

仕入価格の決定プロセス

量販店の仕入は,事 前の販売計画や製 品設計に

基づ き行われる。2003年 の仕入基準価格 は4,000

円/kg,こ れは市場のGG価 格で2,600円 前後 に

相 当す る(表5)。 これに基づき正肉加工歩留 りを

68%,セ ンター経費 ・店舗配送費をパ ックあた り

50円,副 資材費を15円 とする と,店 舗の製品原

価 は653円/100gと なる。小売価格は,前 述 した

量販業界の基準売価 ・通常を用いたが,こ れ と製

品原価 から算出され る各部位 の単純値入率は赤身

14%・ 中 トロ48%・ 大 トロ66%で ある。この単純

値入率に部分身の構成比 をかけた相乗積(7)の累計

が全体 の値入率を示 し,42%と 推定できる。なお,

特売時は納 品業者に対 して価格協力要請が行われ,

仕入原価が引き下げられるのが一般的であるが,

同条件 と仮定 して算出すれば28%と なる。実際は,

各社 の値入 ミックスに基づ き部位 ごとの売価や値

入率 は異なるが,目 標値入率に売価を考慮 し,仕

表5養 殖マグロの製品設計モデル(国産養殖物)

備考(計算式等) 赤身1中トロ1大トロ
センター着仕入原{ ① ロイン ブロック 4,000

正肉加工歩留り ② 合い・骨皮除 0.68(68%)
歩留り原価 ③ ①÷② 5882

100gあたり商品原 ④ ③÷⑩ 588/1009

センター経費 配送三⑤ 隣接府県配送 50

店舗仕入価格 ⑥ ④+⑤ 638

副資材費 ⑦ トレー・給水紙等 15

製品原価 ⑧ ⑥+⑦ 653

店頭販売価格(通 ⑨ 一 780 1,280 1,980

単純値入率 ⑩⑨ 一⑧)÷ ⑨ ×10 16% 49% 67%

部分身構成 ⑪ 一 30% 55% 15%

相乗積 ⑫ ⑩ ×⑪ ÷10000 0.05 0.27 0.1

トー タル 暉入'・(乗 貝の 累 計) 42%
W

耳 り調 よ り
注:TC経 由 ・イ ンス トア加 工を前提 とした.

入価格 をは じき出す とい う製 品設計に大差はない。

値入率は,目 標粗利益や想定 ロスをもとに設定

され る。某生協のPOSデ ー タによると脂 マグロの

ロス率 は20%前 後,多 くが見切 りによる(8)。ロス

率は,量 販店 問 ・店舗間で差 があるうえ,売 体変

更がカテゴ リー を越えて行われた場合,過 大 に現

れ ることに注意が必要だが,前 述の値入率を踏ま

えれば粗利益率は10～20%内 外 と推定できる。い

ずれにして も,販 売上の ロス リスクが大 きい以上,

量販各社 はそれを吸収できる値入設定,仕 入原価

の圧縮 を指向す ることは間違いない。つ ま り,特

定業者 との固定的 ・提携的な取引関係を強める所

以 ここにある。

まとめ

養殖マグロの市場拡大過程では,量 販店 の戦略

的な取扱強化が進み,1990年 代後半以降の トロ商

戦で養殖物がその主役 を演 じている。こ うした養

殖物 の定番販売は,量 販各社の脂マグロ販売比率

の上昇や 品揃 え強化に結びつ く一方,メ バチを含

めた魚種間のポジシ ョニング変化を誘発 している

こ とも特徴であった。また,養 殖マグロの位置づ

けが,戦 略商材性 を増すなかで,量 販各社は収益

性の確保 を狙 った商品化対応 を強める。値入の拡

充は,価 格形成段階でのイニシアチブの発揮を通

じて 自社 の製 品設計に基づき仕入原価 をコン トロ

ールす ることで
,ま た,ロ スの圧縮 は店舗オペ レ

ーシ ョンの改善や商品回転に応 じた仕入
,つ ま り,

仕入 ロッ トの適正化で対応 しているのである。ま

た,こ れを具現化する回路 として,特 定の流通業

者あるいは養殖業者 との固定的 ・提携的な取引関

係,仕 入れチャネルを構築 していることも特徴 で

ある。付言すれば,量 販店のなかには販売データ

の公開等を通 して取引業者を 自社の商品化戦略に

組み込む動 きもみ られ始めている。

こ うした量販店 による商品化対応 の強ま りは,

消費者 に安価 な トロの提供を可能にす る一方で,

流通変容や価格形成を主導する側面を強めている

点 にも注意が必要である。量販店 と取引先 との提

携的な取引はチームマーチャンダイジング的な取
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組み として評価することもできるが,実 態は量販

店の商品化戦 略,チ ャネル リーダー化に裏打 ちさ

れる側面も強い。つま り,価 格交渉等を含めた取

引上,川 中 ・川下業者 の主体性が どの程度確保 さ

れているのか,さ らなる検討が残 された課題で も

ある。また,こ れ と関連 して,と くに養殖業者(川

上)と 量販店(川 下)と のパ ワーバ ランスの不均

衡が取引上,顕 在化 していることが想定 され るこ

とか ら,養 殖業者 のマーケテ ィングモデルの構築

も緊要の課題 と考える。

本研究では,「量販店の論理」を出発点 として養

殖マグ ロ取引の実態把握 を試みた。養殖マグロの

販売概況のみな らず,量 販店の仕入れ ・販 売行動 ・

価格決定システム等の断面を捉 えることができた

と考えている。今後は,フ ー ドシステムの立場か

ら川上～川下に至る各経済主体間の関係 に注 目し,

単なる売買 ・取引ではな く,「取 り組み」とい う観

点から相互の取引 とチ ャネル構築 の狙いな どを明

らかに していきたい。その際,市 場流通 ・市場産

直 ・市場外流通 とい う3チ ャネルの実態把握 を行

う予定である。

注

(1)本 稿 で は,ク ロマ グ ロ ・ミナ ミマ グ ロ を 「脂 マ グ ロ」,

メバ チ ・キ ハ ダ を 「赤 身 マ グ ロ」 と呼 ぶ 。

(2)量 販 店 は,鮮 魚 小 売店 の転 廃 業 分 を穴 埋 め し急 成 長 を

遂 げ た が,そ れ が一 巡 した 現 在,外 資系 企 業 の参 入 も

相 侯 っ て競 争 が 強 ま る。マ グ ロ販 売 で は,赤 身 マ グ ロ

の 大 衆化 傾 向 の 強 ま り,あ る い は常 時 特 化 的 な商 材 イ

メ ー ジ が 増す な か で,新 た な戦 略商 材(顧 客 吸 引 ・収

益 確 保 商材)と して トロの 商 品化 対 応 が強 ま っ て い る。

(3)事 例 各 社 の 概 況 を 示す 。A社 は大 阪 府 に本 社 をお く食

品SMで,売 上規 模1,800億 円,店 舗 数130,出 店 範

囲 は 近 畿2府2県 と三 重 。B社 は,兵 庫 の地 域 生 協 で,

売 上 規 模2,800億 円,店 舗 数156。C社 は東 京 に本 社

をお く食 品SMで,売 上 規模3,300億 円,店 舗 数207,

関 東1都4県 に店 舗展 開。D社 は,関 東 の地 域生 協 で

組 織 す る事 業 連 合 で,本 社 を埼 玉 県 に置 き,売 上規 模

は2,662億 円,店 舗 数200で あ る。

(4)(3)に 示 す 量 販4社 及 び イ オ ン,ダ イ エ ー,市 場 卸 ・

仲 卸,輸 入 業 者 等 で の ヒア リン グ調 査 に 基 づ く。

(5)同 表 は サ ク売 りを対 象 と した が,こ の他,「切 り落 と し」

等 に つ い て は ア ウ トパ ッ ク品 も あ る。 これ につ い て は

小 規模 店 舗 で の販 売 も一 部 あ るが,量 的 には 極 めて 少

な い。 ま た,水 産物 一 般 で い え る が,プ ロセ スセ ン タ

ー 等 で の ア ウ トパ ッ ク品 は 鮮 度 劣 化 が 早 く
,当 日売 切

りが原 則 とな る た め,ロ ス率 も高 い 。

(6)た と えば 「サ ク」か ら 「刺 身 」等 へ の 規格 変更 を指 す 。

(7)相 乗 積 は利 益 貢 献 度 を示 し,養 殖 マ グ ロ販 売で は 中 ト

ロが6割 を 占 め る。 つ ま り,中 トロの販 売如 何 が利 益

確 保 の上 で大 き な意 味 を もつ 。

(8)同 量 販 店 の デ ー タに 基 づ けば,メ バ チ の ロス率 は12%,

キ ハ ダ は5%。 ま た,水 産 物 販 売全 体 の ロス率 は 一 般

に5%前 後 とい わ れ る こ とか ら,脂 マ グ ロが如 何 に ロ

ス リス クの高 い 商材 で あ る か を窺 い 知 れ よ う。
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